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社会福祉学科教授仲山佳秀
　本学部の社会福祉学科に養護学校教諭養成課程が設置された直後より，同課程に関わる諸科
目を担当してこられた武内二三雄先生がめでたく古希を迎えられ，今春退職されることとなっ
た。ここにささやかな辞を記して，先生の御事績をわたくしたちの記憶に留めておきたいと思
う。
　武内先生は1956年に山梨大学学芸学部（現教育人間科学部）を卒業された。その当時は今日
と似て，教職に至る門戸は狭く，教員採用試験の関門を突破することは容易ではなかった。し
かしながら先生の教職への篤い志と真摯な勉学の甲斐あって，受験したいくつかの教員採用試
験のすべてに合格された。その折の御経験は，おそらく教職を志す学生の受験や就職の指導に
暗々裏に生かされていることと思う。結局，いくつかの任地の中から先生が選ばれたのは，川
崎市であった。
　はじめに赴任されたのは，川崎市立東高津小学校である。そこで5年が経過しようとする
頃，同小学校に設置されていた知的障害児学級（特殊学級）の担任教諭が他校へ転任すること
となり，先生は請われてその担任となられた。これが，長きにわたって携わることになる障害
児教育との出会いであった。
　先生が担任をされたのは13人の障害児から成る学級であったが，当時の障害児教育をめぐる
状況は，今日とはかなり異なっている。知的障害児の学級であっても，実際には自閉症児や脳
性まひ児なども在籍しており，通常の学級に馴染まない子どもはみな特殊学級にくるという状
況であった。しかも複数担任制という制度はまだなく，一人でさまざまのタイプの障害児を教
育しなければならなかった。とりわけ先生が苦慮されたのは自閉症児であった。1943年に
LKannerが世界で最初に自閉症の症例報告をして以来，この未知の障害に関する研究や実践
は鋭意進められていたが，それらの蓄積は当時まだ乏しく，自閉症児の親も教師も暗中模索の
苦労を余儀なくされていた。そうした中，武内先生は校内に特殊教育研究会を組織し，自閉症
児およびその他の障害児の教育研究を精力的に続けられた。
　東高津小学校特殊学級に2年間勤務された後，東京教育大学付属大塚養護学校に移られた。
同養護学校は全国に知られた国立の知的障害養護学校である。先生はここでも教育実践の研究
に積極的に取り組まれ，この頃，故三木安正氏ら大学研究者との緊密な学問的交流を持たれ
た。日本の障害児教育の歴史に名を残す三木安正氏は，本学科の教育実習で学生がお世話に
なっている旭出養護学校の創立者である。また，本学科の社会福祉援助技術現場実習で同じく
学生がお世話になっている大泉旭出学園は，同養護i学校の関連福祉施設である。
　大塚養護学校に，10年間勤められた後，東京都立小岩養護学校に移られた。同養護学校は教
員の学習や研究を大事にする学校で，多くの研究者が関わりを持った。大学院生であったわた
くしも，調査研究のために武内先生が御在職期間中に何度か訪れているが，どういうわけか互
いに当時の記憶はない。
　小岩養護学校で10年間お仕事をされた後，都立町田養護学校に教頭として赴任された。この
とき，町田養護学校が知的障害児と肢体不自由児の双方を対象としていたため，都立養護学校
としては初めて複数の教頭が配置されることとなり，先生は二人目の教頭として同養護学校に
赴任された，という経緯があった。しかしながら前任教頭が2年後に転任し，その後は新たに
教頭が配置されなかったので，向養護学校における残りの4年間，先生がお一人で教頭を努め
られた。そのせいもあって教頭職は激務で，しばしば学校に泊まり込んで仕事をされた，とい
う。そのときの御経験の故か，先生は古希を迎えられた今も，大学のユニデンスに泊まり込ん
で仕事をしておられる。
　その後都立矢口養護学校に校長として赴任され，5年後に校長を退職された。そして東京の
世田谷区の就学相談員などを経て，’98年に本学に着任された。
　長きにわたって携わった障害児教育の実践において先生がいつも心がけておらμたことは，
ただ子どもを大事にする，ということであった。その姿勢は，大学教育においても貫かれてい
ると思う。先生は学生の立場に立って，どんなに小さな事柄であっても懇切丁寧に指導され
る。そうすることによって学生が確かに変わる，と考えておられるからである。講義では豊富
な教育実践経験から得た多くの事例を学生に呈示し，あの穏やかな口調で，それらの1つ1つ
に行き届いた説明を加えられる。パワーポイントなどのプレゼンテーション・ツールを活用す
る工夫も惜しまない。おそらく学生の頭の中には，それらの事例がリアルな像となって残って
いることであろう。
　教員が業務を分かち合う校務においては，学生委員として1泊2日の新入生キャンプで，学
生の指揮などをしておられるお姿が強く印象に残っている。キャンプでは学生の委員とお揃い
の若々しいジャンパーを着用し，昼間は周到に準備されたプログラムの進行に細心の注意を払
い，夜は打ち合わせや，体調不良の新入生の対応などでホテル内をかけずり回られる。それで
もお顔に疲労の色は窺えない。わたくしが先生の年齢になっても，あの熱意と体力を持ってい
たい，’と切に思う。
　研究面では，先生の関心は一貫して障害児の教科教育にあった。障害児に学力の基礎を身に
つけさせるためには，どのような内容をどのような方法で教えていくのが適切か，彼らが学習
の過程で直面するつまづきはどのようにして克服されるか，また重度知的障害児の教育課程は
どのように編成されるべきか，など　　これらの問題に妥当な解答を与えていくことは，かつ
ても今も容易ならざる実践的課題である。先生は実践に深く関わりつつ，この課題に熱心に取
り組んでこられた。これに関して先生が顕された業績は，後進に引き継がれ，一層発展させら
れていくであろう。
　こうした実践や研究の傍ら，先生は全日本特殊教育研究連盟（現全日本特別支援教育研究連
盟）の理事，事務局長，および東京都の障害児学校放送教育研究会の会長を務められるなど，
教育研究団体の育成や運営にも多大な貢献をしてこられた。
　ところで先生は，すでに退職後のお仕事のプランを持っておられる。そのうちの1つは，旭
出養護学校内にある三木安正記念館が所蔵する障害児教育関連の資料の整理である。このお仕
事は，障害児教育を志す者，あるいはそれに携わっている者の勉学に大いに資するであろう。
そしてもう1つは，御自宅に開いておられる画廊「ギャラリー・ドナウ」の経営である。先生
は青年の頃美術を志しておられた，と聞く。おそらく，それに深く関わる機会の再来を今や遅
しと待っておられるに違いない。
　最後に，先生がいろいろな分野でいつまでもお元気で活躍されますことを祈念するととも
に，わたくしたちへのこれまでの御厚情に対し，衷心よりお礼を申し上げる。
